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感 謝 的 話

「 音 樂 可 以 改 變 世 界 。 」 這 是 我 們 信 念 。 這 場 音 樂 會 由 台 北 市 愛 樂 管 弦 樂 團 文 化 基 金
會 主 辦 ， A M A T I 協 同 主 辦 ， 後 援 會 大 力 支 持 。 張 俊 明 董 事 及 陳 修 雄 先 生 慷 慨 解 囊 。
特 別 要 感 謝 吳 東 亮 董 事 推 薦 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 進 入  S u n t o r y  H a l l ， 及 台 新 國 際 商
業 銀 行 全 力 支 持 演 出 。

最 後 要 感 謝 所 有 愛 樂 的 長 官 、 好 朋 友 ， 我 們 共 同 使 世 界 變 得 更 加 美 好 ！

台 北 市 愛 樂 管 弦 樂 團 文 化 基 金 會 董 事 長

感 謝 名 單
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演 出 者 的 話 出演者のメッセージ

台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 成 立 3 9 年 。 過 去 在 指 揮 家 亨 利 ‧ 梅 哲 的 帶 領 之 下 ， 數 次 遠 征 包 括
波 士 頓 交 響 音 樂 廳 、 甘 迺 迪 中 心 、 魯 道 夫 音 樂 廳 、 聖 彼 得 堡 愛 樂 廳 、 維 也 納 愛 樂 廳
等 頂 級 音 樂 殿 堂 ， 贏 得 一 致 的 好 評 。 今 日 於 世 界 最 佳 音 響 美 譽 之 東 京 三 得 利 音 樂 廳
演 出 ， 以 「 祈 」 作 為 標 題 ， 結 合 著 台 日 一 流 音 樂 家 的 創 作 與 演 奏 ， 為 3 1 1 日 本 地 震 的
土 地 與 人 民 祈 福 。 曲 目 除 了 貝 多 芬 經 典 的 《 命 運 交 響 曲 》 之 外 ， 更 將 台 灣 掌 中 戲 與 交
響 樂 結 合 的 《 媽 祖 傳 奇 》 ， 漂 洋 過 海 呈 現 於 日 本 聽 眾 面 前 ， 林 天 吉 指 揮 台 北 愛 樂 管 弦
樂 團 與 大 阪 交 響 樂 團 首 席 森 下 幸 路 攜 手 ， 演 出 日 本 樂 壇 巨 擘 外 山 雄 三 先 生 的 第 二 號
小 提 琴 協 奏 曲 ， 見 證 台 日 友 好 的 邦 誼 。 感 謝 日 台 各 界 人 士 與 企 業 的 支 持 與 參 與 ， 無
情 天 災 ， 雖 然 摧 毀 了 家 園 ， 卻 動 搖 不 了 堅 強 的 意 志 ， 更 隔 斷 不 了 人 與 人 之 間 緊 密 的
連 結 ， 願 「 祈 」 音 樂 會 ， 撫 慰 所 有 傷 痛 的 心 靈 ， 共 同 見 證 音 樂 改 變 世 界 的 力 量 。

台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ッ ク 管 弦 楽 団 は 3 9 年 前 に 設 立 さ れ ま し た 。 過 去 に は 、 指 揮 者 ヘ ン リ
ー ‧ メ イ ザ ー の 指 導 の も と 、 ボ ス ト ン 交 響 楽 団 、 ケ ネ デ ィ セ ン タ ー 、 ル ド ル フ 音 楽 ホ ー
ル 、 サ ン ク ト ペ テ ル ブ ル ク ‧ フィ ル ハ ー モ ニ ー 、 ウ ィ ー ン ‧ フィ ル ハ ー モ ニ ー な ど 、 世 界 の ト
ッ プ ク ラ ス の 音 楽 ホ ー ル で の 遠 征 を 数 多 く 経 験 し 、 高 い 評 価 を 受 け て き ま し た 。 今 日
は 、 世 界 有 数 の 「 美 し い 響 き 」 を 誇 る 東 京 ‧ サ ン ト リ ー ホ ー ル で 、 「 祈 り 」 と 題 し た 演 奏 会
を 行 い ま す 。 台 湾 と 日 本 の 一 流 の 音 楽 家 た ち に よ る 作 曲 と 演 奏 が 融 合 し 、 2 0 1 1 年 の 東
日 本 大 震 災 で 被 災 し た 地 域 と 人 々 に 祈 り を 捧 げ ま す 。 プ ロ グ ラ ム に は 、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン の
名 曲 「 運 命 」 交 響 曲 に 加 え 、 台 湾 の 伝 統 的 な 人 形 劇 （ 掌 中 戯 ） と 交 響 楽 を 融 合 さ せ た
「 媽 祖 伝 記 」 も 含 ま れ て い ま す 。 指 揮 者 林 天 吉 が 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ッ ク 管 弦 楽 団 を 率
い 、 大 阪 交 響 楽 団 首 席 ソ ロ コ ン サ ー ト マ ス タ ー で あ る 森 下 幸 路 と 共 演 し ま す 。 彼 ら は 、
日 本 の 音 楽 界 の 巨 匠 、 外 山 雄 三 の 第 二 ヴ ァ イ オ リ ン 協 奏 曲 を 演 奏 し 、 台 日 の 友 好 関 係
を 讃 え ま す 。 日 本 と 台 湾 の 人 々 や 企 業 か ら の 支 援 と 参 加 に 感 謝 し ま す 。 自 然 災 害 は 家
々 を 破 壊 し ま し た が 、 強 い 意 志 と 人 々 の 絆 を 揺 る が す こ と は で き ま せ ん 。 こ の 「 祈 り 」 の コ
ン サ ー ト が 、 す べ て の 傷 つ い た 心 を 慰 め 、 音 楽 が 世 界 を 変 え る 力 を 共 に 証 言 す る こ と を
願 っ て い ま す 。

台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 創 辦 人 台 北 市 愛 樂 管 弦 樂 團 文 化 基 金 會 董 事 長 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 團 長 台 北 愛 楽 管 弦 楽 団 創 設 者 台 北 市 愛 楽 管 弦 楽 団 文 化 財 団 理 事 長 台 北 愛 楽 管 弦 楽 団 団 長
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曲 目

中 場 休 息

Program

I. Allegro con brio 
II. Andante con moto
III. Scherzo: Allegro
IV. Allegro

Symphony No. 5 
in c minor, op.67

L. van Beethoven (1770-1827) 

“The Legend of MAZU”  (2023) 
for Glove Puppetry and Symphony Orchestra 

Yiu-Kwong Chung

(Commissioned by the Taipei Philharmonic Orchestra, 
sponsored by The National Culture and Arts Foundation)

I. Allegro moderato
II. Presto scherzando
III.Lento assai— Allegro molto

Concerto no.2 for 
Yuzo Toyama (1931-2023)

Violin and Orchestra op.60

Intermission

《 第 二 小 提 琴 協 奏 曲 》  o p .  6 0
ヴ ァ イ オ リ ン 協 奏 曲 第 2 番 作 品 6 0

外 山 雄 三  ( 1 9 3 1 - 2 0 2 3 ) 

第 一 樂 章  節 制 的 快 板
第 二 樂 章  詼 諧 風 的 急 板
第 三 樂 章  非 常 慢 的 緩 板 — 很 快 的 快 板

小 提 琴 獨 奏 ： 森 下 幸 路 　 ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト ： 森 下 幸 路

《 媽 祖 傳 奇 》 ( 2 0 2 3 )  給 掌 中 戲 與 管 弦 樂 團 
『 媽 祖 伝 奇 』 ( 2 0 2 3 )

( 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 委 託 創 作 ， 本 作 品 由 財 團 法 人 國 家 文 化 藝 術 基 金 會 贊 助 )
( 台 北 フィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 か ら の 委 託 に よ り 創 作 )

鍾 耀 光

『 媽 祖 伝 奇 』 ( 2 0 2 3 )
協 演 ： 華 洲 園 布 袋 戲 團 　 共 演 者 ： 華 州 園 人 形 劇 団

c 小 調 第 五 號 交 響 曲  o p . 6 7  《 命 運 》

第 一 樂 章  燦 爛 的 快 板
第 二 樂 章  稍 活 躍 的 行 板
第 三 樂 章  詼 諧 曲  快 板
第 四 樂 章  快 板

交 響 曲 第 5 番 ハ 短 調  作 品 6 7  「 運 命 」

貝 多 芬 ベ ー ト ー ヴ ェ ン

Ｃo-performers：Huazhou Yuan Glove Puppet Theater

Ｓolo Ｖiolin：Koji Morishita
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作曲家

鍾耀光
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「 鍾 耀 光 是 一 位 講 故 事 的 大 師 ， 作 品 非 常 大
膽 感 性 ， 通 常 很 可 能 淪 為 虛 假 俗 套 ， 但 他 的
作 品 不 會 … … 一 個 要 注 意 的 名 字 。 」  

R u t h  W i l s o n ,  w a s b e . o r g                                     
「 鍾 耀 光 的 作 品 是 如 此 受 到 矚 目 且 令 人 回 味
再 三 ， 在 古 典 音 樂 的 概 念 中 ， 他 是 一 位 真 正
的 作 曲 家 。 … … 很 難 想 像 到 ， 任 何 一 位 敏 感
的 聽 眾 不 隨 這 協 奏 曲 而 動 容 。 」

R a y m o n d  T u t t l e ,  FA N FA R E 

從 2 0 2 2 年 4 月 開 始 ， 成 為 世 界 著 名 樂 譜 出
版 社 U n i v e r s a l  E d i t i o n 作 曲 家 。 曾 任 臺
灣 藝 術 大 學 音 樂 系 教 授 與 臺 北 市 立 國 樂 團 團
長 。 從 2 0 0 7 年 至 2 0 1 5 年 擔 任 團 長 八 年 內 ，
曾 為 國 際 著 名 打 擊 樂 家 E v e l y n  G l e n n i e ,
長 號 名 家 C h r i s t i a n  L i n d b e r g , 薩 克 斯 風
名 家 Claude　Delangle,大 提 琴 家 M i s c h a 
M a i s k y 與 A n s s i 　 K a r t t u n e n , 長 笛 名 家
Pierre-Yves Artaud與Sharon Bezaly、 美 國
知 名 弦 樂 四 重 奏 K r o n o s  Q u a r t e t  創 作 協
奏 曲 ， 由 臺 北 市 立 國 樂 團 作 世 界 首
演 。 2 0 1 2 年 6 月 帶 領 並 指 揮 臺 北 市 立 國 樂
團 歐 洲 巡 迴 ， 在 曼 徹 斯 特 B r i d g e w a t e r 

H a l l 與 巴 黎 Théâtre du Châtelet( 夏 特 雷
劇 院 ) 等 著 名 音 樂 廳 演 出 ； 2 0 1 4 年 1 0 月 又
受 邀 赴 香 港 與 澳 門 音 樂 節 演 出 。 此 外 ， 在 
2 0 0 9 到 2 0 1 5 六 年 內 ， 為 樂 團 製 作 6 張 C D
由 瑞 典 B I S 唱 片 公 司 錄 音 並 全 球 發 行 ， 創 造
出 這 項 台 灣 音 樂 史 上 很 難 被 打 破 的 紀 錄 ， 同
時 讓 臺 北 市 立 國 樂 團 的 國 際 知 名 度 大 幅 提
昇 。 

曾 榮 獲 2 0 1 3 年 第 2 4 屆 金 曲 獎 最 佳 作 曲 人 獎
和 2 0 0 8 年 第 1 9 屆 金 曲 獎 最 佳 編 曲 人
獎 。 2 0 1 0 年 為 世 博 臺 灣 館 4 D 電 影 《 自 然 城
市 》 創 作 配 樂 。 2 0 0 0 年 3 月 ， 大 型 國 樂 團 作
品 《 永 恆 之 城 》 在 香 港 奪 得 香 港 中 樂 團 2 1 世
紀 國 際 作 曲 比 賽 原 創 組 冠 軍 。 二 首 具 創 意 與
充 滿 活 力 的 小 品 《 大 地 之 舞 》 與 《 草 蟆 弄 雞
公 》 由 馬 友 友 擔 任 大 提 琴 獨 奏 ， 收 錄 在 臺 灣 
S O N Y  唱 片 公 司 發 行 的 《 超 魅 力 馬 友 友 》 專
輯 中 。 

鍾 耀 光 於 2 0 2 2 年 自 國 立 臺 灣 藝 術 大 學 退 休
後 ， 創 作 數 量 更 多 ， 並 致 力 研 發 木 琴 多 棒 演
奏 技 術 。

「 鍾 耀 光 は 、 物 語 を 語 る 達 人 で あ り 、 彼 の 作
品 は 非 常 に 大 胆 で 感 性 に 富 ん で い ま す 。 そ の
よ う な 作 品 は 通 常 、 陳 腐 で 偽 り が ち で す が 、
彼 の 作 品 は そ う で は あ り ま せ ん . . 注 目 す べ き
名 前 で す 。 」

R u t h  W i l s o n ,  w a s b e . o r g                                     
「 鍾 耀 光 の 作 品 は 非 常 に 注 目 さ れ 、 繰 り 返 し
味 わ う ほ ど の 深 み が あ り ま す 。 古 典 音 楽 の 概
念 に お い て 、 彼 は 真 の 作 曲 家 で あ る と 言 え ま
す . . . 感 受 性 豊 か な 聴 衆 が こ の 協 奏 曲 に 感 動
し な い と 想 像 す る こ と は 難 し い で す 。 」

R a y m o n d  T u t t l e ,  FA N FA R E 

2 0 2 2 年 4 月 か ら 、 鍾 耀 光 は 世 界 的 に 有 名 な
楽 譜 出 版 社 で あ る ユ ニ バ ー サ ル ‧ エ デ ィ シ ョ ン
の 作 曲 家 と し て 活 動 し て い ま す 。 彼 は 台 湾 芸
術 大 学 音 楽 学 部 の 教 授 や 台 北 市 立 国 楽 団
（ T C O ） の 団 長 を 務 め た こ と が あ り ま す 。 団
長 と し て は 、 2 0 0 7 年 か ら 2 0 1 5 年 ま で の 8 年
間 、 国 際 的 に 著 名 な 打 楽 器 奏 者 エ ヴ ェ リ ン ‧
グ レ ニ ー や ト ロ ン ボ ー ン 奏 者 の ク リ ス チ ャ ン ‧ リ
ン ド バ ー グ 、 サ ク ソ フ ォ ー ン 奏 者 の ク ロ ー ド ‧ デ
ラ ン グ ル 、 チ ェ リ ス ト の ミ ー シ ャ ‧ マ イ ス キ ー と
ア ン シ ‧ カ ル ト ゥ ネ ン 、 フ ル ー ト 奏 者 の ピ エ ー
ル ＝ イ ヴ ‧ ア ル ト ー と シ ャ ロ ン ‧ ベ ザ リ ー 、 そ
し て ア メ リ カ の 著 名 な 弦 楽 四 重 奏 団 ク ロ ノ ス ‧
カ ル テ ッ ト の た め に 協 奏 曲 を 作 曲 し 、 そ れ ら は
す べ て T C O に よ っ て 世 界 初 演 さ れ ま し
た 。 2 0 1 2 年 6 月 に は 、 T C O を 率 い て ヨ ー ロ
ッ パ ツ ア ー を 行 い 、 マ ン チ ェ ス タ ー の ブ リ ッ ジ ウ

ォ ー タ ー ホ ー ル や パ リ の テ ア ト ル ‧ デ ュ ‧ シ ャ ト
レ な ど で 公 演 を 行 い ま し た 。 2 0 1 4 年 1 0 月 に
は 、 香 港 や マ カ オ の 音 楽 祭 に 出 演 す る 機 会 も
得 て い ま す 。 2 0 1 4 年 1 0 月 に は 香 港 や マ カ オ
の 音 楽 祭 に も 出 演 し ま し た 。 ま た 、 2 0 0 9 年
か ら 2 0 1 5 年 に か け て の 6 年 間 で 、 彼 は T C O
の た め に 6 枚 の C D を 制 作 し 、 こ れ ら は ス ウ ェ
ー デ ン の B I S レ コ ー ド 社 で 録 音 さ れ 、 世 界 中
で リ リ ー ス さ れ ま し た 。 こ れ は 台 湾 音 楽 史 上
破 ら れ な い 記 録 を 樹 立 し 、 T C O の 国 際 的 な
知 名 度 を 大 き く 高 め ま し た 。

鍾 耀 光 は 、 2 0 1 3 年 の 第 2 4 回 金 曲 賞 （ 台 湾
の グ ラ ミ ー 賞 ） で 最 優 秀 作 曲 賞 、 2 0 0 8 年 の
第 1 9 回 金 曲 賞 で 最 優 秀 編 曲 賞 を 受 賞 し ま し
た 。 ま た 、 2 0 1 0 年 に は 上 海 万 博 台 湾 館 の
4 D 映 画 『 自 然 都 市 』 の 音 楽 を 作 曲 し ま し
た 。 2 0 0 0 年 3 月 に は 、 彼 の 「 永 遠 の 都 市 」 は
香 港 中 華 楽 団 が 開 催 し た 2 1 世 紀 国 際 作 曲 コ
ン ク ー ル の オ リ ジ ナ ル 部 門 で 第 1 位 を 獲 得 し ま
し た 。 ま た 、 大 胆 で エ ネ ル ギ ッ シ ュ な 2 つ の 作
品 『 大 地 の 踊 り 』 と 『 台 湾 の 幼 子 た ち の 歌 』
は 、 ヨ ー ヨ ー ・ マ が チ ェ ロ 独 奏 を 務 め 、 台 湾 ソ
ニ ー ・ ミ ュ ー ジ ッ ク か ら リ リ ー ス さ れ た 『 至 上 の
魅 惑 ： ヨ ー ヨ ー マ ・ ア ル バ ム 』 に 収 録 さ れ ま し
た 。

鍾 耀 光 は 、 2 0 2 2 年 に 国 立 台 湾 芸 術 大 学 を
退 職 し た 後 、 よ り 多 く の 作 品 を 創 作 し 、 木 琴
の 演 奏 技 術 の 開 発 に 専 念 し て い ま す 。

鍾 耀 光  Y i u - K w o n g  C h u n g
作 曲 家

鍾 耀 光  Y i u - K w o n g  C h u n g
作 曲



12 Taipei Philharmonic Orchestra 13台北フィルハーモニー管弦楽団

樂 曲 解 說

《 媽 祖 傳 奇 》 是 一 部 描 述 媽 祖 （ 林 默 娘 ） 能
夠 妖 除 魔 、 預 言 氣 象 ， 並 多 次 解 救 海 難 災 民
的 管 弦 樂 作 品 。 這 部 作 品 共 分 為 三 段 ， 每 一
段 都 描 繪 了 不 同 的 故 事 情 節 ， 展 現 了 媽 祖 的
神 奇 能 力 和 對 人 類 的 慈 悲 護 佑 。 第 一 段 ： 這
一 段 描 寫 捕 魚 季 節 己 到 ， 漁 民 準 備 好 器 材 出
海 抓 魚 。 第 二 段 ： 這 一 段 漁 民 出 海 捕 魚 ， 但
船 隻 遭 遇 了 凶 險 的 風 浪 和 水 妖 的 襲 擊 ， 媽 祖
與 水 妖 海 大 王 以 及 龜 大 王 的 對 決 。 媽 祖 最 後
展 現 出 她 驅 邪 降 妖 的 能 力 ， 與 水 妖 進 行 一 場

《 媽 祖 傳 奇 》 ( 2 0 2 3 )  給 掌 中 戲 與 管 弦 樂 團 
( 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 委 託 創 作 ， 本 作 品 由 財 團 法 人 國 家 文 化 藝 術 基 金 會 贊 助 )

鍾 耀 光

激 烈 的 戰 鬥 ， 最 終 成 功 斬 殺 水 妖 ， 拯 救 了 漁
民 們 免 於 災 難 。 這 一 段 音 樂 緊 張 激 昂 ， 彷 彿
帶 領 著 觀 眾 與 媽 祖 一 同 經 歷 危 險 與 勝 利 。 第
三 段 ： 這 一 段 描 述 了 媽 祖 在 民 間 的 崇 拜 和 迎
接 。 媽 祖 的 信 仰 已 經 成 為 台 灣 民 間 最 普 遍 的
信 仰 ， 各 地 都 建 有 祭 祀 媽 祖 的 廟 宇 。 每 年 農
曆 三 月 二 十 三 日 ， 也 就 是 媽 祖 的 誕 生 日 ， 舉
行 隆 重 的 媽 祖 遶 境 活 動 。 這 段 音 樂 充 滿 喜 慶
和 歡 樂 的 氛 圍 ， 鑼 鼓 喧 天 ， 炮 杖 震 地 ， 是 一
篇 遶 境 音 樂 的 北 管 樂 章 。

台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 か ら の 委 託 に
よ り 創 作 さ れ た 『 媽 祖 伝 奇 』 は 、 媽 祖 が 魔 除
け や 天 候 予 知 を 行 い 、 海 難 の 被 災 者 を 救 う
管 弦 楽 曲 で す 。 こ の 作 品 は 三 つ の 部 分 に 分
か れ て お り 、 各 セ ク シ ョ ン で は 異 な る ス ト ー リ
ー が 描 か れ 、 媽 祖 の 神 秘 的 な 能 力 と 人 類 へ
の 慈 悲 深 い 加 護 が 示 さ れ て い ま す 。 第 一 部 で
は 、 漁 季 が 訪 れ 、 漁 師 た ち が 漁 に 出 る 準 備
を し て い ま す 。 第 二 部 で は 、 漁 師 た ち が 海 に
出 て 漁 を し よ う と し ま す が 、 船 が 危 険 な 嵐 と
海 妖 の 襲 撃 に 遭 遇 し ま す 。 媽 祖 は 海 妖 と 亀
大 王 と の 対 決 に 挑 み ま す 。 媽 祖 は 邪 悪 な も の
を 退 治 す る 能 力 を 見 せ 、 海 妖 と 激 し い 戦 い を

『 媽 祖 伝 奇 』
鍾 耀 光

繰 り 広 げ 、 最 終 的 に 海 妖 を 討 ち 取 り 、 漁 民 た
ち を 災 難 か ら 救 い ま す 。 こ の 部 分 の 音 楽 は 緊
張 感 と 興 奮 に 満 ち て お り 、 観 客 を 媽 祖 と 共 に
危 険 と 勝 利 を 体 験 さ せ る よ う な 雰 囲 気 で す 。
第 三 部 で は 、 媽 祖 の 民 間 で の 崇 拝 と 歓 迎 が
描 か れ て い ま す 。 媽 祖 へ の 信 仰 は 台 湾 の 民
間 で 最 も 普 及 し て お り 、 各 地 に 媽 祖 を 祭 る 神
社 が 建 て ら れ て い ま す 。 毎 年 、 農 暦 3 月 2 3
日 、 つ ま り 媽 祖 の 誕 生 日 に は 、 媽 祖 の 巡 航
行 事 が 盛 大 に 行 わ れ ま す 。 こ の セ ク シ ョ ン の
音 楽 は 、 喜 び と 歓 喜 の 雰 囲 気 に 溢 れ 、 太 鼓
や 鑼 が 鳴 り 響 き 、 爆 竹 が 轟 く 中 、 媽 祖 の 巡
航 行 事 の 音 楽 章 と な っ て い ま す 。
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《 第 二 小 提 琴 協 奏 曲 》  o p .  6 0
外 山 雄 三  ( 1 9 3 1 - 2 0 2 3 )

作 曲 家 以 及 N H K  交 響 樂 團 官 方 指 揮 外 山 雄
三 先 生 於  2 0 2 3  年  7  月  1 1  日 因 慢 性 腎 臟
病 在 長 野 縣 的 家 中 去 世 ， 享 年 9 2 歲 ， 對 日
本 音 樂 界 來 說 是 一 件 哀 痛 的 事 。 他 的 作 品 以
交 響 曲 和 交 響 詩 為 主 ， 這 些 作 品 的 靈 感 大 多
來 自 日 本 地 方 的 特 色 音 樂 與 歌 謠 。 例 如 外 山
的 成 名 作 《 管 弦 樂 狂 想 曲 》 （ 1 9 6 0 ） ， 就 引
用 了 熊 本 地 區 的 肥 後 童 謠 《 你 在 哪 裡 》 、 來
自 北 海 道 歌 謠 的 《 索 蘭 船 歌 》 和 福 岡 地 區 歌
謠 《 炭 坑 節 》 。 作 曲 家 外 山 雄 三 本 來 就 是 一
個 不 同 的 人 ， 多 年 來 ， 他 一 直 致 力 於 日 本 西
樂 所 面 臨 的 獨 特 問 題 ： 如 何 解 決 與 整 合 ， 作
為 文 化 多 元 化 實 體 的 日 本 傳 統 音 樂 與 西 方 管
弦 樂 之 間 的 衝 突 。

外 山 早 期 的 代 表 作 之 一 《 第 一 小 提 琴 協 奏
曲 》 （ 1 9 6 3 年 ， 尾 高 賞 得 主 ） 和 《 小 提 琴 奏
鳴 曲 》 （ 1 9 6 4 年 ） 也 是 這 種 解 決 與 整 合 的 結
果 ， 而 《 第 二 小 提 琴 協 奏 曲 》 （ 1 9 6 6 年 ） 則
是 後 者 的 改 寫 ， 由 小 提 琴 與 鋼 琴 的 奏 鳴 曲 變
成 協 奏 曲 。 不 過 ， 用 外 山 自 己 的 話 來 說 ， 協
奏 曲 的 管 弦 樂 團 並 不 是 對 奏 鳴 曲 鋼 琴 聲 部 的
替 代 ； 相 反 的 ， 原 本 奏 鳴 曲 鋼 琴 聲 部 的 想 法
就 起 源 於 管 弦 樂 團 的 聲 響 概 念 。 這 首 協 奏 曲
整 體 結 構 為 傳 統 的 三 樂 章 設 計 ， 但 最 後 樂 章

由 充 滿 日 本 情 感 的 緩 慢 慢 板 樂 章 和 快 速 尾 聲
組 成 。

第一樂章，節制的快板Allegro moderato，4/4 
拍。 在 簡 短 的 音 符 之 後 ， 小 提 琴 獨 奏 引 入 了
呈 示 部 的 第 一 主 題 。 西 方 的 和 聲 與 偏 離 西 方
和 聲 的 狂 野 旋 律 之 碰 撞 令 人 印 象 深 刻 。 第 二
主 題 以 豎 琴 和 弦 為 背 景 ， 曲 調 更 像 民 謠 。

第二樂章，詼諧風的急板 Presto scherzando，3/4 
拍。 小 提 琴 獨 奏 以 豎 琴 和 單 簧 管 的 重 複 樂 句
為 中 心 ， 繼 續 演 奏 無 窮 動 的 快 速 樂 段 ， 偶 爾
重 疊 一 段 二 拍 子 的 兒 歌 主 題 。 相 較 之 下 ， 中
段 則 是 以 奔 放 的 民 歌 旋 律 為 主 題 。

第 三 樂 章 ， 非 常 慢 的 緩 板 — 很 快 的 快 板 
L e n t o  a s s a i —  A l l e g r o  m o l t o ， 4 / 4 
拍 子 。 小 提 琴 獨 奏 在 夜 曲 般 平 靜 和 弦 的 支 撐
下 ， 用 撥 奏 營 造 出 三 味 線 般 的 聲 音 ， 然 後 繼
續 演 奏 與 第 一 樂 章 相 關 的 主 題 。 隨 後 ， 音 樂
突 然 轉 變 為 第 二 樂 章 的 快 板 音 樂 ， 最 後 華 麗
地 再 現 了 第 一 樂 章 的 第 一 主 題 ， 兩 條 旋 律 以
交 疊 的 方 式 呈 現 ， 直 到 樂 曲 終 止 。

ヴ ァ イ オ リ ン 協 奏 曲 第 2 番 作 品 6 0
外 山 雄 三 ( 1 9 3 1 - 2 0 2 3 )

N H K 交 響 楽 団 正 指 揮 者 の 外 山 雄 三 氏
は 、 2 0 2 3 年 7 月 1 1 日 、 慢 性 腎 臓 病 の た め 長
野 県 の 自 宅 で 逝 去 さ れ ま し た 。 享 年 9 2 。 彼
の 創 作 ジ ャ ン ル の 中 心 で あ る 交 響 曲 や 交 響 詩
は 、 多 く が 作 曲 契 機 に な っ た 日 本 各 地 の 地 名
を タ イ ト ル と し て い る 。 外 山 の 出 世 作 《 管 弦 楽
の た め の ラ プ ソ デ ィ ー > ( 1 9 6 0 ) が 、 「 あ ん だ が
た ど こ さ 」 「 そ う ら ん 節 」 「 炭 坑 節 」 を 引 用 し て
い た よ う に 、 作 曲 家 ・ 外 山 雄 三 は 、 本 来 は 異
質 な 文 化 ど う し で あ る 日 本 の 伝 統 音 楽 と 、 西
欧 オ ー ケ ス ト ラ 音 楽 と の 対 立 を い か に 解 決 し
統 合 し て い く か 、 と い う 日 本 の 洋 楽 固 有 の 問
題 に 、 長 年 に わ た っ て 取 り 組 み 続 け て き た 。

外 山 の 初 期 の 代 表 作 の 一 つ < ヴ ァ イ オ リ ン 協
奏 曲 第 1 番 ) ( 1 9 6 3 、 尾 高 賞 受 賞 ) や 、 《 ヴ ァ
イ オ リ ン ・ ソ ナ タ 》 ( 1 9 6 4 ) も こ う し た 探 究 の 成
果 で あ り 、 《 ヴ ァ イ オ リ ン 協 奏 曲 第 2 番 》
( 1 9 6 6 ) は 、 後 者 を 協 奏 曲 に 改 編 し た 作 品 で
あ る 。 し か し 外 山 自 身 の 言 葉 に よ れ ば 、 そ れ
は ピ ア ノ 部 分 の 置 き 換 え で は な く 、 逆 に ソ ナ タ
の ピ ア ノ パ ー ト の 発 想 の 根 源 に 、 オ ー ケ ス ト ラ
の 響 き が あ っ た と い う 。 全 体 は 伝 統 的 な 3 楽
章 制 だ が 、 終 楽 章 は 日 本 的 情 緒 に 溢 れ た レ

ン ト の 緩 徐 楽 章 と 、 急 速 な コ ー ダ か ら な る 。

第 1 楽 章 、 ア レ グ ロ ・ モ デ ラ ー ト 、 4 分 の 4 拍
子 。 短 い 字 奏 の 後 、 ヴ ァ イ オ リ ン 独 奏 が 第 1
主 題 を 提 示 す る 。 西 洋 風 の 和 音 と 、 そ こ か ら
逸 脱 す る 野 性 的 な 旋 律 と の 衝 突 が 印 象 的
だ 。 ハ ー プ の 和 音 を 背 景 に し た 第 2 主 題 は 、
よ り 一 層 民 謡 風 の 節 ま わ し を も つ 。

第 2 楽 章 、 プ レ ス ト ・ ス ケ ル ツ ァ ン ド 、 4 分 の 3
拍 子 。 ハ ー プ と ク ラ リ ネ ッ ト の 反 復 句 を 軸 に し
て 、 ヴ ァ イ オ リ ン 独 奏 が 無 窮 動 的 パ ッ セ ー ジ を
奏 し つ づ け 、 時 折 、 わ ら べ 歌 風 の 2 拍 子 の 主
題 が 重 な る 。 中 間 部 で は 対 照 的 に 、 民 謡 調
の 歌 が 開 放 的 に 歌 わ れ る 。

第 3 楽 章 、 レ ン ト ・ ア ッ サ イ 〜 プ レ グ ロ ・ モ ル
ト 、 4 分 の 4 拍 子 。 落 ち 着 い た ノ ク タ ー ン 風 の
和 声 に 支 え ら れ て 、 ヴ ァ イ オ リ ン 独 奏 が ピ チ カ
ー ト で 三 味 線 風 の 響 き を 醸 し だ し 、 つ づ い て
第 1 楽 章 と 関 連 し た 主 題 を 歌 い 継 い で い く 。
す る と 突 然 、 第 2 楽 章 の ア レ グ ロ の 音 楽 に 変
わ り 、 最 後 に 第 1 楽 章 第 1 主 題 が 堂 々 と 再 現
さ れ 、 畳 み 掛 け る よ う に 結 ば れ る 。
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c 小 調 第 五 號 交 響 曲  o p . 6 7  《 命 運 》
貝 多 芬

貝 多 芬 的 第 五 號 交 響 曲 創 作 於 1 8 0 4 到 1 8 0 8
年 間 ， 但 是 構 成 樂 曲 最 重 要 的 動 機 ─ 三 短 一
長 的 節 奏 雛 形 ， 早 在 在 他 1 7 9 5 年 的 草 稿 中
就 出 現 了 ， 這 也 印 證 了 貝 多 芬 創 作 的 苦 心 琢
磨 、 音 音 推 敲 的 嚴 謹 與 堅 持 精 神 ， 而 「 命
運 」 的 由 來 ， 是 貝 多 芬 友 人 辛 德 勒 (A n t o n 
Schindler, 1795-1861)宣 稱 他 詢 問 貝 多 芬 這
段 動 機 的 涵 義 時 ， 貝 多 芬 猶 豫 了 一 下 ， 然 後
回 答 ： 「 命 運 之 神 就 是 如 此 敲 門 的 。 」 以 至
於 之 後 就 有 了 「 命 運 」 這 個 標 題 ， 但 是 貝 多
芬 並 未 在 總 譜 上 標 示 任 何 關 於 「 命 運 」 的 字
眼 ， 原 典 板 的 總 譜 ， 仍 然 以 《 第 五 號 交 響
曲 》 為 曲 名 ， 因 此 「 命 運 」 只 是 後 世 對 這 首 樂
曲 浪 漫 的 附 會 了 。

第 一 樂 章   燦 爛 的 快 板  奏 鳴 曲 式
三 短 一 長 的 動 機 在 樂 章 中 無 所 不 在 ， 特 別 是
在 樂 曲 開 頭 就 以 延 長 記 號 來 處 理 長 音 符 ， 這
種 前 所 未 有 的 交 響 曲 開 頭 第 一 主 題 ， 想 必 就
像 他 的 第 三 號 交 響 曲 第 一 樂 章 開 頭 的 那 兩 響
強 奏 和 弦 一 般 ， 在 首 演 時 給 維 也 納 聽 眾 帶 來
無 比 的 震 撼 。 降 E 大 調 第 二 主 題 由 法 國 號 的
動 機 強 奏 前 引 ， 在 弦 樂 柔 和 的 長 樂 句 呈 現 ，
貫 穿 全 曲 的 三 短 一 長 動 機 則 潛 伏 在 大 提 琴 與
低 音 提 琴 聲 部 。 緊 密 的 動 機 堆 疊 與 快 速 的
2 / 4 拍 子 ， 讓 樂 章 始 終 保 持 著 緊 迫 的 張 力 ，
直 到 再 現 部 出 現 一 小 節 雙 簧 管 宣 敘 調 般 的 獨
奏 ， 才 讓 聽 者 有 片 刻 喘 息 的 空 間 。

第 二 樂 章  稍 活 躍 的 行 板  主 題 與 變 奏 曲 式
降 A 大 調 的 A 主 題 由 中 提 琴 與 大 提 琴 主 奏 ，
是 弱 起 拍 的 抒 情 旋 律 ， 緊 接 著 的 C 大 調 B 主

題 由 管 樂 主 奏 ， 並 將 三 短 一 長 節 奏 融 入 其
中 ， 像 是 一 段 高 昂 的 號 角 信 號 曲 。 在 之 後 的
變 奏 中 ， A 主 題 不 斷 的 展 開 變 化 ， 而 B 主 題
則 維 持 著 基 本 的 旋 律 型 態 ， 音 量 逐 次 增 強 。
在 貝 多 芬 的 創 作 生 涯 ， 變 奏 曲 一 直 是 他 愛 用
的 形 式 ， 本 樂 章 充 分 顯 現 他 對 於 旋 律 變 奏 展
開 與 配 器 運 用 的 精 妙 之 處 。

第 三 樂 章  快 板  詼 諧 曲
詼 諧 曲 樂 段 從 低 音 湧 現 的 弱 音 上 行 旋 律 ， 引
導 出 法 國 號 強 奏 的 三 短 一 長 動 機 。 本 樂 段 呈
現 出 斷 奏 與 連 奏 的 運 音 對 比 以 及 節 奏 重 音 交
錯 的 曲 趣 。 T r i o 中 段 為 粗 曠 的 大 提 琴 主
題 ， 以 短 賦 格 的 聲 部 模 仿 方 式 展 開 ， 帶 著 粗
曠 與 率 直 的 性 格 ， 樂 章 詼 諧 曲 再 現 的 樂 段 是
以 弦 樂 撥 弦 與 木 管 段 奏 的 弱 音 呈 現 ， 巧 妙 的
作 為 不 間 斷 進 入 第 四 樂 章 的 橋 段 。

第 四 樂 章  快 板  奏 鳴 曲 式
由 前 樂 章 尾 段 的 漸 強 音 帶 出 的 C 大 調 第 一 主
題 ， 高 昂 的 號 角 與 樂 團 合 奏 ， 搭 配 著 精 神 奕
奕 的 附 點 節 奏 ， 如 一 首 勝 利 的 凱 歌 ， 展 現 樂
曲 「 突 破 黑 暗 ， 迎 向 光 明 」 的 氣 勢 。 G 大 調 的
第 二 主 題 是 三 短 一 長 動 機 的 壓 縮 串 聯 ， 充 滿
著 向 前 的 推 力 。 發 展 部 主 要 以 第 二 主 題 為 基
礎 ， 搭 配 著 第 一 主 題 後 段 作 調 性 變 化 與 動 機
發 展 。 在 再 現 部 之 前 ， 利 用 第 三 樂 章 的 片 段
作 為 橋 段 ， 銜 接 到 第 一 主 題 的 再 現 ， 充 分 展
現 作 曲 家 的 巧 思 ， 也 讓 樂 曲 的 結 構 更 為 緊 密
與 豐 富 。 樂 曲 在 再 現 部 之 後 加 快 速 度 的 尾
段 ， 以 急 板 ( P r e s t o ) 的 加 速 度 ， 急 速 奔 馳
至 八 響 強 音 終 止 和 弦 ， 狂 喜 的 結 束 全 曲 。

交 響 曲 第 5 番 ハ 短 調  作 品 6 7  「 運 命 」
ベ ー ト ー ヴ ェ ン

ベ ー ト ー ヴ ェ ン の 交 響 曲 第 5 番 は 1 8 0 4 年 か ら 1 8 0 8
年 に か け て 創 作 さ れ ま し た 。 し か し 、 こ の 楽 曲 の 最
も 重 要 な 動 機 で あ る 三 つ の 八 分 音 符 と 一 つ の 二 分
音 符 か ら な る リ ズ ム パ タ ー ン は 、 1 7 9 5 年 の 彼 の 草
稿 で 既 に 現 れ て お り 、 こ れ は ベ ー ト ー ヴ ェ ン の 創 作
の 精 緻 さ と 音 楽 の 熟 考 、 そ し て 堅 実 な 精 神 を 証 明
し て い ま す 。 そ し て 「 運 命 」 の 由 来 は 、 ベ ー ト ー ヴ ェ
ン の 友 人 で あ る ア ン ト ン ・ シ ン ド ラ ー （ A n t o n 
S c h i n d l e r 、 1 7 9 5 - 1 8 6 1 ） が 彼 に こ の 動 機 の
意 味 を 尋 ね た 際 、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン が た め ら っ た 後 、
「 運 命 の 神 が こ う し て 扉 を た た く の だ 」 と 答 え た こ と
に 起 因 し ま す 。 こ れ に よ り 後 に 「 運 命 」 と い う タ イ ト
ル が 付 け ら れ ま し た が 、 ベ ー ト ー ヴ ェ ン は 総 譜 に 「
運 命 」 と い う 言 葉 を 記 し て い ま せ ん で し た 。 原 典 版
の 総 譜 で は 依 然 と し て 「 交 響 曲 第 5 番 」 と い う 曲 名
が 使 用 さ れ て お り 、 「 運 命 」 は 後 世 に お け る こ の 楽
曲 へ の 浪 漫 的 な 関 連 付 け に 過 ぎ ま せ ん 。

第 一 楽 章 :  Allegro con brio ソ ナ タ 形 式
三 つ の 八 分 音 符 と 一 つ の 二 分 音 符 か ら な る 動 機 は
こ の 楽 章 中 に 至 る 所 々 で 顕 著 で あ り 、 特 に 楽 曲 の
冒 頭 で 長 音 符 を 持 続 記 号 で 扱 う 前 例 の な い 交 響
曲 冒 頭 の 第 一 主 題 は 、 お そ ら く 彼 の 交 響 曲 第 3 番
の 第 一 楽 章 冒 頭 の よ う な 2 つ の 強 奏 和 音 と 和 音 の
響 き を 維 持 し た 状 態 で 、 初 演 時 に ウ ィ ー ン の 聴 衆
に 強 烈 な 印 象 を 与 え た こ と で し ょ う 。 変 ホ 長 調 の 第
二 主 題 は ホ ル ン の 動 機 が 前 奏 し 、 弦 楽 器 の 優 し い
長 い 楽 句 で 表 現 さ れ 、 全 曲 に 渡 る 三 つ の 八 分 音
符 と 一 つ の 二 分 音 符 か ら な る 動 機 は チ ェ ロ と 低 音
の 楽 句 で 隠 れ て い ま す 。 緻 密 な 動 機 の 重 な り と 速
い 2 / 4 拍 子 に よ り 、 こ の 楽 章 は 常 に 緊 迫 し た 状 態
を 保 ち 、 再 現 部 で 朗 唱 風 な オ ー ボ エ ソ ロ が 現 れ る
ま で 、 一 瞬 息 を つ く 時 間 を 与 え て く れ ま せ ん 。

第 二 楽 章 :  Andante con moto 主 題 と 変 奏 曲 形 式
変 イ 長 調 の A 主 題 は ヴ ィ オ ラ と チ ェ ロ の 主 奏 に よ り
演 奏 さ れ 、 抒 情 的 な メ ロ デ ィ ー で 弱 い 拍 で 始 ま り ま
す 。 直 後 の ハ 長 調 の B 主 題 は 木 管 楽 器 の 主 奏 に よ
り 演 奏 さ れ 、 三 つ の 八 分 音 符 と 一 つ の 二 分 音 符 か

ら な る リ ズ ム が 組 み 込 ま れ 、 壮 大 な フ ァ ン フ ァ ー レ の
よ う な 旋 律 が 奏 で ら れ ま す 。 そ の 後 の 変 奏 で は 、 A
主 題 が 継 続 的 に 変 化 し 、 一 方 B 主 題 は 基 本 的 な
パ タ ー ン を 保 ち つ つ 、 音 量 が 段 々 と 増 し て い き ま
す 。 ベ ー ト ー ヴ ェ ン の 創 作 活 動 に お い て 、 変 奏 曲
は 彼 が 好 ん で 使 用 し た 形 式 の 一 つ で あ り 、 こ の 楽
章 は 旋 律 の 変 奏 と 管 弦 楽 の 巧 妙 な 使 用 を 豊 か に
示 し て い ま す 。

第 三 楽 章 :  Allegro Scherzo
ス ケ ル ツ ォ の 楽 節 は 低 音 か ら 現 れ る 弱 音 の 上 行 旋
律 で 始 ま り 、 フ ル ー ト の 強 奏 で 三 短 一 長 の 動 機 が
現 れ ま す 。 こ の 楽 節 で は 、 断 奏 と 連 奏 の 運 音 の 対
比 や リ ズ ム の 強 調 が 表 現 さ れ て お り 、 楽 曲 の 面 白
さ が 示 さ れ て い ま す 。 ト リ オ の 中 間 部 は 荒 々 し い チ
ェ ロ の 主 題 で 、 短 い フ ー ガ 風 の 声 部 模 倣 で 展 開 さ
れ 、 荒 々 し さ と 率 直 さ を 持 っ て い ま す 。 こ の 楽 章 の
再 現 部 は 、 弦 楽 器 の ピ チ カ ー ト と 木 管 の ソ ロ が 弱
音 で 演 奏 さ れ 、 巧 妙 に 第 四 楽 章 へ の 移 行 を 担 っ て
い ま す 。

第 四 楽 章 :  Allegro - Presto ソナタ形式
前 楽 章 の 終 盤 の 徐 々 に 強 ま る 音 か ら 始 ま る ハ 長 調
の 第 一 主 題 は 、 壮 大 な ホ ル ン と 管 弦 楽 の 合 奏 に よ
り 奏 で ら れ 、 強 力 な リ ズ ム が 伴 う 瞬 発 的 な リ ズ ム
で 、 勝 利 の 凱 歌 の よ う に 、 「 闇 を 打 破 し 、 光 へ 向
か う 」 楽 曲 の 気 勢 を 示 し て い ま す 。 ト 長 調 の 第 二 主
題 は 第 一 楽 章 の 三 つ の 八 分 音 符 と 一 つ の 二 分 音
符 か ら な る 動 機 の 圧 縮 連 鎖 で あ り 、 前 向 き な 推 進
力 に 満 ち て い ま す 。 展 開 部 は 主 に 第 二 主 題 を 基 に
し て お り 、 第 一 主 題 の 後 半 部 分 の 調 性 変 化 と 動 機
の 発 展 を 伴 っ て い ま す 。 再 現 部 の 前 に 、 第 三 楽 章
の 断 片 が 橋 渡 し と し て 使 用 さ れ 、 第 一 主 題 の 再 現
へ と つ な が り 、 作 曲 家 の 巧 妙 さ を 十 分 に 示 し 、 楽
曲 の 構 造 を よ り 密 接 か つ 豊 か に し て い ま す 。 楽 曲
は 再 現 部 の 後 、 急 速 な テ ン ポ で 加 速 し 、 プ レ ス ト
の 速 度 で 急 速 に 駆 け 抜 け て 、 8 つ の 強 奏 和 音 で 終
止 し 、 狂 喜 の 中 で 全 曲 が 終 わ り ま す 。



首席指揮

林天吉
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林 天 吉  Paul Tien-Chi Lin
台 北 愛 樂 管 弦 樂 團  首 席 指 揮 C h i e f  C o n d u c t o r

作 為 台 灣 中 青 一 代 最 具 代 表 性 活 躍 的 小 提 琴
家 及 指 揮 家 ， 林 天 吉 師 從 指 揮 大 師 亨 利 ． 梅
哲 先 生 （Henry Mazer, 1918-2002）， 也 是
在 台 嚴 選 嫡 系 入 室 弟 子 。 1 9 9 9 年 以 小 提 琴
演 奏 最 高 滿 分 碩 士 畢 業 於 國 立 臺 北 藝 術 大 學
音 樂 研 究 所 。 在 國 立 台 灣 藝 術 專 科 學 校 （ 現
國 立 台 灣 藝 術 大 學 ） 入 學 期 間 受 梅 哲 賞 識 加
入 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 ， 1 9 9 8 年 接 棒 指 揮 「 提
攜 音 樂 會 」 ， 備 受 肯 定 。

自 2 0 0 1 年 起 作 為 青 年 指 揮 家 帶 領 台 北 愛 樂
管 弦 樂 團 遠 征 歐 洲 ， 9 月 「 北 歐 巡 演 」 至 瑞
典 、 芬 蘭 演 出 ； 2 0 0 2 年 赴 德 國 與 捷 克 ， 並
應 「 布 拉 格 之 春 國 際 藝 術 節 」 之 邀 於 魯 道 夫
廳 指 揮 演 出 ； 2 0 0 3 年 8 月 指 揮 樂 團 於 愛 沙
尼 亞 、 芬 蘭 演 出 ； 2 0 0 4 年 9 月 至 「 東 歐 巡
演 」 至 波 蘭 、 匈 牙 利 、 捷 克 演 出 九 場 ； 2 0 0 5
年 6 月 赴 法 國 、 斯 洛 伐 克 的 音 樂 節 演 出 。 自
2 0 0 9 年 第 一 次 赴 中 國 大 陸 的 上 海 、 蘇 州 演
出 ， 受 邀 客 席 指 揮 的 足 跡 曾 至 廈 門 、 泉 州 、
福 州 、 廣 州 、 東 莞 、 深 圳 、 大 連 、 瀋 陽 等 城
市 。

2 0 1 7 年 4 月 ， 日 本 福 島 核 災 滿 六 年 ， 台 北
愛 樂 管 弦 樂 團 首 次 赴 東 京 及 福 島 演 出 ， 撫 慰
災 區 學 童 。 同 年 9 月 ， 香 港 《 台 灣 之 夜 — 為
愛 響 起 》 音 樂 會 ， 喚 起 大 眾 關 懷 貧 困 學 生 ，
帶 領 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 做 公 益 演 出 。 2 0 1 8

年 1 月 ， 赴 廈 門 閩 南 大 劇 院 演 出 中 國 作 曲 家
鮑 元 愷 《 台 灣 音 畫 交 響 詩 組 曲 》 ， 推 動 兩 岸
文 化 交 流 。 同 年 9 月 ， 台 北 國 家 音 樂 廳 《 未
竟 之 境 》 音 樂 會 演 出 創 團 音 樂 總 監 梅 哲 先 生
未 盡 之 憾 ， 完 美 詮 釋 馬 勒 第 五 號 交 響 曲 ， 因
適 逢 梅 哲 先 生 百 歲 冥 誕 ， 現 場 使 用 高 科 技 浮
空 投 影 技 術 加 上 特 效 裝 扮 ， 由 林 天 吉 在 舞 台
上 重 現 梅 哲 先 生 指 揮 風 采 。 1 1 月 受 韓 國 音
樂 協 會 之 邀 ， 赴 首 爾 知 名 的 樂 天 音 樂 廳 演
出 ， 得 到 大 韓 民 國 國 際 音 樂 節 觀 眾 一 致 讚
譽 ， 接 著 邀 請 韓 國 音 樂 家 於 2 0 1 9 年 3 月 來
台 合 作 演 出 ， 推 動 台 韓 音 樂 雙 向 交
流 。 2 0 2 0 年 1 2 月 1 7 日 貝 多 芬 2 5 0 歲 誕 辰 當
日 ， 帶 領 台 北 愛 樂 及 節 慶 合 唱 團 演 出 《 合
唱 》 交 響 曲 獲 得 極 高 評 價 。 2 0 2 1 年 9 月 3 日
演 出 馬 勒 第 六 號 交 響 曲 及 2 0 2 2 年 6 月 1 4 日
演 出 阿 依 達 歌 劇 音 樂 會 ， 二 場 演 出 均 完 美 呈
現 出 梅 哲 大 師 生 前 未 完 成 的 遺 願 ， 並 完 結 大
師 的 願 望 清 單 。

深 得 梅 哲 精 髓 的 音 樂 詮 釋 ， 使 得 林 天 吉 深 受
國 內 外 樂 評 家 認 可 ， 常 受 邀 客 席 指 揮 國 內 與
國 外 各 大 樂 團 ， 推 展 不 同 風 格 的 古 典 音 樂 不
遺 餘 力 。 現 任 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 首 席 指 揮 ，
積 極 帶 領 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 到 國 際 上 演 出 ，
傳 揚 台 灣 優 質 的 樂 音 與 本 土 文 化 ， 發 揚 「 梅
哲 之 音 」 。

林 天 吉  Paul Tien-Chi Lin
台 北 フィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 　 首 席 指 揮 者

台 湾 で 最 も 代 表 的 で 活 躍 す る ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト
お よ び 指 揮 者 と し て 、 林 天 吉 は 指 揮 の 巨 匠 ヘ
ン リ ー ・ メ イ ザ ー 氏 （Henry Mazer, 1918-
2 0 0 2 ） に 才 能 を 見 出 さ れ 師 事 し ま し
た 。 1 9 9 9 年 、 国 立 台 北 芸 術 大 学 音 楽 研 究
所 で バ イ オ リ ン 演 奏 で 最 高 評 価 に て 修 士 号 を
取 得 。 国 立 台 湾 芸 術 専 科 学 校 （ 現 国 立 台 湾
芸 術 大 学 ） 入 学 中 に メ イ ザ ー 氏 に 認 め ら れ 、
台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 に 入
団 。 1 9 9 8 年 、 提 携 音 楽 会 の 指 揮 を 引 き 継
ぎ 、 高 い 評 価 を 受 け ま し た 。

2 0 0 1 年 か ら 若 手 指 揮 者 と し て 台 北 フ ィ ル ハ ー
モ ニ ー 管 弦 楽 団 を 率 い て ヨ ー ロ ッ パ ツ ア ー を
開 始 。 9 月 の 「 北 欧 ツ ア ー 」 で は ス ウ ェ ー デ ン と
フ ィ ン ラ ン ド で 公 演 。 2 0 0 2 年 に は ド イ ツ と チ ェ
コ へ 渡 り 、 「 プ ラ ハ の 春 国 際 芸 術 祭 」 に 招 待 さ
れ ル ド ル フ ィ ヌ ム で 指 揮 を 担 当 。 2 0 0 3 年 8 月
に は エ ス ト ニ ア と フ ィ ン ラ ン ド で 楽 団 を 指
揮 。 2 0 0 4 年 9 月 に は 「 東 欧 ツ ア ー 」 で ポ ー ラ ン
ド 、 ハ ン ガ リ ー 、 チ ェ コ で 公 演 を 行 い ま し
た 。 2 0 0 5 年 6 月 に は フ ラ ン ス と ス ロ バ キ ア の
音 楽 祭 に 出 演 。 2 0 0 9 年 か ら は 中 国 本 土 で 上
海 、 蘇 州 な ど で 公 演 し 、 客 演 指 揮 と し て 厦
門 、 泉 州 、 福 州 、 広 州 、 東 莞 、 深 セ ン 、 大
連 、 瀋 陽 な ど の 都 市 を 訪 れ ま し た 。

2 0 1 7 年 4 月 、 日 本 で の 東 日 本 大 震 災 か ら 6
年 が 経 過 し 、 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団
は 東 京 お よ び 福 島 で 公 演 を 行 い 、 被 災 地 の
子 供 た ち を 慰 問 し ま し た 。 同 年 9 月 、 香 港 で
「 台 湾 の 夜  -  愛 の 響 き の た め に 」 と 題 さ れ た コ
ン サ ー ト が 開 催 さ れ 、 貧 困 の 学 生 た ち へ の 関
心 を 呼 び 起 こ し 、 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦

楽 団 を 率 い て チ ャ リ ティ ー コ ン サ ー ト を 行 い ま し
た 。 2 0 1 8 年 1 月 に は 厦 門 の 閩 南 大 劇 院 で 、
中 国 の 作 曲 家 ・ 鮑 元 愷 の 「 台 湾 音 画 交 響 詩 組
曲 」 を 演 奏 し 、 両 岸 の 文 化 交 流 を 推 進 。 同
年 9 月 に は 台 北 国 家 音 楽 ホ ー ル で 「 未 完 の
旅 」 コ ン サ ー ト が 開 催 さ れ 、 初 代 音 楽 監 督 の
メ イ ザ ー 氏 の 未 完 の 思 い を 託 し マ ー ラ ー の 交
響 曲 第 5 番 を 完 璧 に 表 現 し ま し た 。 こ の 公 演
は 、 メ イ ザ ー 氏 が 生 誕 1 0 0 周 年 に 当 た り 、
「 エ ア ・ フ ロ ー テ ィ ン グ ・ メ デ ィ ア 」 を 駆 使 し 、
林 天 吉 が ス テ ー ジ 上 で メ イ ザ ー 氏 の 指 揮 の ス
タ イ ル を 再 現 し ま し た 。 1 2 月 に は 韓 国 音 楽 協
会 の 招 待 に よ り 、 ソ ウ ル の 名 立 た る ロ ッ テ ホ ー
ル で 公 演 し 、 韓 国 の 聴 衆 か ら 高 い 評 価 を 得 ま
し た 。 そ の 後 、 2 0 1 9 年 3 月 に は 韓 国 の 音 楽
家 を 招 聘 し て 台 湾 で 共 演 し 、 台 湾 と 韓 国 の 音
楽 交 流 を 推 進 。 2 0 2 0 年 1 2 月 1 7 日 、 ベ ー ト
ー ヴ ェ ン 生 誕 2 5 0 周 年 の 日 に 台 北 フィ ル ハ ー モ
ニ ー 管 弦 楽 団 と 祝 祭 合 唱 団 を 率 い て 「 合 唱 」
交 響 曲 を 演 奏 し 、 非 常 に 高 い 評 価 を 受 け ま し
た 。

メ イ ザ ー 氏 の 音 楽 的 解 釈 の 真 髄 を 深 く 理 解
し 、 林 天 吉 は 国 内 外 の 音 楽 評 論 家 か ら 高 い
評 価 を 受 け て お り 、 国 内 外 の 主 要 な オ ー ケ ス
ト ラ か ら 客 演 指 揮 と し て 頻 繁 に 招 か れ て お り 、
さ ま ざ ま な 古 典 音 楽 の ス タ イ ル を 推 進 し て い ま
す 。 現 在 は 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 の
首 席 指 揮 者 を 務 め 、 同 団 を 国 際 舞 台 に 導
き 、 台 湾 の 優 れ た 音 楽 と 地 域 文 化 を 広 め 、 「
メ イ ザ ー 氏 の 音 」 を 広 め て い ま す 。

2 0 1 6 年 以 降 、 林 天 吉 は 中 国 文 化 大 学 音 楽
学 部 で 准 教 授 と し て 教 鞭 を と っ て い ま す 。



小 提 琴 獨 奏

森 下 幸 路  ( K o j i  M o r i s h i t a )  自 幼 習 琴 ，
八 歲 時 即 與 美 國 紐 奧 良 愛 樂 交 響 樂 團 合 作 演
出 ， 早 年 所 顯 露 的 過 人 音 樂 天 賦 即 受 到 高 度
的 注 目 與 期 待 ， 森 下 幸 路 畢 業 自 日 本 音 樂 名
校 桐 朋 學 園 大 學 ， 在 學 期 間 曾 獲 獎 學 金 。 受
邀 赴 美 國 辛 辛 那 提 音 樂 學 院 ， 跟 隨 知 名 小 提
琴 教 育 家 迪 蕾 學 習 ， 並 獲 頒 「 最 優 秀 賞 」 。
返 日 後 立 即 加 入 由 著 名 大 提 琴 家 安 田 謙 一 郎
組 成 的 弦 樂 四 重 奏 ， 並 與 鍵 盤 大 師 小 林 道 夫
展 開 一 系 列 全 國 巡 迴 音 樂 會 。
1 9 8 9 年 受 邀 加 入 由 指 揮 大 師 小 澤 征 爾 召 集
的 「 齋 藤 紀 念 管 弦 樂 團 」 於 歐 美 各 國 演 出 。

森 下 幸 路  K o j i  M o r i s h i t a
ヴ ァ イ オ リ ニ ス ト

京 都 市 生 ま れ 。 桐 朋 学 園 大 学 卒 業 ， 米 国 シ
ン シ ナ テ ィ 大 学 特 別 奨 学 生 と し て ド ロ シ ー ・ デ ィ
レ ー 女 史 に 学 ぶ 。 9 6 年 か ら 毎 年 の リ サ イ タ ル
シ リ ー ズ を 始 め 、 9 7 年 に は ス ペ イ ン の セ ヴ ィ リ
ア 、 2 0 1 1 年 よ り 毎 夏 北 ド イ ツ 音 楽 祭 、 1 3 年
か ら た び た び 台 湾 に 招 か れ 、 1 4 年 に は ガ ー 
ク 音 楽 祭 ( オ ー ス ト リ ー ) に も 出 演 。 1 5 年 に は
バ ル カ ン 室 内 管 弦 楽 団 の ゲ ス ト コ ン サ ー ト マ ス
タ ー に 招 か れ 、 1 8 年 、 1 9 年 に は モ ス ク フ で
の コ ン サ ー ト を 成 功 さ せ た 。 2 0 0 0 年 ま で 仙 台
フ ィ ル 、 現 在 は 大 阪 交 響 楽 団 首 席 ソ ロ コ ン サ

自 1 9 9 4 年 起 ， 森 下 幸 路 每 年 定 期 於 日 本 舉
行 個 人 獨 奏 會 ， 並 與 日 本 國 寶 級 吉 他 大 師 福
田 進 一 合 作 ， 錄 製 小 提 琴 與 吉 他 二 重 奏 專 輯
「 布 宜 諾 賽 利 斯 組 曲 」 ， 巡 迴 1 2 個 城 市 演
出 ， 發 表 許 多 日 本 首 演 的 作 品 ， 所 到 之 處 皆
獲 得 熱 烈 的 歡 迎 。 森 下 幸 路 發 行 過 多 張 佳 評
如 潮 的 個 人 獨 奏 專 輯 ： 「 夢 」 、 「 如 歌 的
C a n t a b i l e 」 ， 其 充 滿 豐 富 想 像 力 與 光 澤 甜
美 的 音 色 獲 得 樂 界 極 高 的 聲 譽 。 目 前 森 下 幸
路 擔 任 大 阪 交 響 樂 團 首 席 ， 同 時 受 聘 為 大 阪
音 樂 院 特 聘 教 授 。

ー ト マ ス タ ー お よ び 浜 松 フ ィ ル の コ ン サ ー ト マ ス
タ ー の 任 に あ る 。 ソ ロ ア ル バ ム C D は 「 L a 
v i e 」 「 e s p r i t 」

※ レ コ ー ド 芸 術 誌 特 選 盤 、 「 彩 り
＜ C o u l e u r ＞ 」 、 「 タ ベ の う た 」 「 夢 」 、 「 カ ン
タ ー ビ レ 」 、 デ ュ オ ア ル バ ム 「 プ エ ノ ス アイ レ ス 組
曲 」 や 「 ア ヴ ェ マ リ ア 」 を リ リ ー ス 。 大 阪 音 大 特
任 教 授 を つ と め て い る ， 使 用 楽 器 は 将 軍 堂
( M r H . H i r u m a ) 貸 与 の A n t o n i o 
S t r a d i v a r i  " R e i c h a r d t " 1 6 8 0

小提琴獨奏

森下幸路

森 下 幸 路  K o j i  M o r i s h i t a
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華洲園布袋戲團

【 華 洲 園 布 袋 戲 團 】 是 團 長 林 振 森 於 1 9 6 5 年
創 立 ， 在 林 阿 三 先 生 領 導 下 ， 以 精 湛 的 表 演
從 廟 會 野 台 進 入 到 城 市 劇 院 和 學 術 殿 堂 ， 更
進 一 步 拓 展 到 國 際 舞 台 之 上 。 除 了 在 國 內 屢
獲 殊 榮 ， 大 放 光 芒 ， 華 洲 園 布 袋 戲 團 更 多 次
應 邀 赴 海 外 參 與 各 項 國 際 演 出 ， 足 跡 遍 及 法

【 華 州 園 人 形 劇 団 】 は 、 1 9 6 5 年 に リ ー ダ ー の
林 振 森 氏 に よ っ て 設 立 さ れ 、 林 阿 三 氏 の 指 導
の 下 、 廟 市 の 野 外 ス テ ー ジ か ら 、 精 緻 な パ フ
ォ ー マ ン ス で 都 市 劇 場 や 学 術 ホ ー ル へ と 舞 台
を 移 し 、 さ ら に 拡 大 し て き ま し た 。 国 際 舞 台
へ 。 華 州 園 人 形 劇 団 は 数 多 く の 賞 を 受 賞
し 、 国 内 で 輝 か し い 輝 き を 放 つ だ け で な く 、
海 外 の さ ま ざ ま な 国 際 公 演 に 何 度 も 招 待 さ
れ 、 フ ラ ン ス 、 ス ペ イ ン 、 ス ウ ェ ー デ ン 、 オ ラ

國 、 西 班 牙 、 瑞 典 、 荷 蘭 、 德 國 、 美 國 、 加
拿 大 、 南 非 、 澳 洲 、 日 本 、 泰 國 、 香 港 、 新
加 坡 、 中 國 大 陸 、 南 韓 、 巴 拿 馬 、 尼 加 拉
瓜 、 哥 斯 黎 加 等 歐 、 美 、 非 、 澳 、 亞 五 大 洲
重 要 國 家 ， 每 一 場 演 出 均 深 獲 中 外 人 士 一 致
的 好 評 ， 建 立 起 良 好 的 聲 譽 。

ン ダ 、 ド イ ツ 、 ア メ リ カ な ど に 旅 行 し ま し た 。
カ ナ ダ 、 南 ア フ リ カ 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 日 本 、
タ イ 、 香 港 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 中 国 本 土 、 韓
国 、 パ ナ マ 、 ニ カ ラ グ ア 、 コ ス タ リ カ 、 そ の 他
ヨ ー ロ ッ パ 、 米 国 、 ア フ リ カ 、 オ ー ス ト ラ リ
ア 、 ア ジ ア の 重 要 な 国 で の 公 演 。 中 国 人 や 外
国 人 か ら 満 場 一 致 で 賞 賛 さ れ 、 良 い 評 判 を
確 立 し ま し た 。

華 洲 園 布 袋 戲 團
H u a z h o u  Yu a n  G l o v e  P u p p e t  T h e a t e r

華 州 園 人 形 劇 団
H u a z h o u  Yu a n  G l o v e  P u p p e t  T h e a t e r
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蘇顯達
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蘇 顯 達  S h i e n - T a  S u
樂 團 首 席

五 歲 開 始 學 琴 ， 畢 業 於 法 國 巴 黎 師 範 音 樂
院 ， 獲 最 高 級 小 提 琴 及 室 內 樂 獨 奏 家 文 憑 ，
師 承 謝 霖 ( H. Szeryng) 與 普 雷 ( G. Poulet) ，
深 受 其 紮 實 內 斂 音 樂 表 現 所 影 響 。 留 法 時 除
擔 任 巴 黎 師 範 音 樂 院 樂 團 首 席 外 ， 亦 被 百 年
歷 史 的 巴 黎 市 C o n c e r t s  L a m o u r e u x 交
響 樂 團 錄 取 為 正 式 團 員 。 返 國 後 除 與 國 内 各
大 樂 團 外 ， 亦 曾 和 紐 約 愛 樂 室 內 樂 團 、 俄 羅
斯 國 家 管 弦 樂 團 與 英 國 室 內 樂 團 合 作 演 出 協
奏 曲 。

1 9 9 5 年 榮 獲 中 華 民 國 十 大 傑 出 青 年 。 1 9 9 9
年 灌 錄 的 《 台 灣 情 ‧ 泰 然 心 ─ 蕭 泰 然 小 提 琴
作 品 》 專 輯 、 2 0 0 1 年 《 古 典 台 灣 風 情 ─ 黃 偟
小 提 琴 小 品 精 選 》 C D ， 分 別 獲 得 「 最 佳 古 典
唱 片 」 與 「 最 佳 演 奏 人 」 金 曲 獎 。 2 0 1 6 年 獲
有 「 民 間 國 家 文 藝 獎 」 之 稱 的 吳 三 連 獎 「 藝 術
獎 」 殊 榮 ， 為 該 獎 首 位 得 獎 的 演 奏 家 。 2 0 0 0
年 、 2 0 1 6 年 曾 分 別 獲 邀 於 總 統 副 總 統 就 職
大 典 與 國 宴 中 演 奏 ， 也 五 度 應 邀 至 總 統 府 演
出 。

1996年灌錄奇美《名琴‧名曲的饗宴四》、1 9 9 7
年 《 蘇 顯 達 與 葉 登 民 ─ 小 提 琴 與 吉 他 黃 金 二
重 奏 》 、 2 0 1 6 年 《 蘇 顯 達 的 魔 法 琴 緣 ─ 真 情
台 灣 》 、 2 0 1 8 年 《 花 之 夢 》 以 及 2 0 2 2 年 《 拾
光 。 電 影 故 事 》 等 專 輯 C D ， 皆 入 圍 金 曲 獎
最 佳 演 奏 人 獎 。

自 法 返 國 3 0 多 年 來 ， 每 隔 五 年 舉 辦 全 台 巡
迴 獨 奏 會 ， 皆 獲 巨 大 迴 響 ， 最 近 一 次 為
2 0 2 1 年 「 蘇 顯 達 自 法 返 國 3 5 年 」 巡 迴 獨 奏
會 。 其 投 身 音 樂 教 育 亦 不 遺 餘 力 ， 2 0 1 7 -
2 0 2 3 年 曾 任 國 立 臺 北 藝 術 大 學 音 樂 學 院 院
長 ， 並 榮 獲 「 教 學 優 良 教 師 」 、 「 終 身 特 聘 教
授 」 肯 定 ， 現 為 音 樂 學 系 專 任 小 提 琴 教 授 、
台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 樂 團 首 席 與 藝 術 總 監 、 愛
樂 電 台 「 迷 人 的 小 提 琴 世 界 」 節 目 主 持 人 。
蘇 顯 達 每 年 演 出 邀 約 超 過 4 0 場 ， 琴 藝 深 獲
聽 眾 喜 愛 。

シ エ ン ・ タ ー ・ ス  S h i e n - T a  S u
コ ン サ ー ト マ ス タ ー

五 歳 か ら ヴ ァ イ オ リ を 学 び 、 フ ラ ン ス の パ リ ・ エ
コ ー ル ノ ル マ ル 音 楽 院 を 卒 業 し 、 最 高 位 の ヴ
ァ イ オ リ と 室 内 楽 の ソ リ ス ト の デ ィ プ ロ マ を 取
得 。 ユ ダ ヤ 系 ポ ー ラ ン ド 出 身 の ヘ ン リ ク ・ シ ェ リ
ン グ （ H.Szeryng） と ジ ョ ル ジ ュ ・ プ ー レ （ G . 
P o u l e t ） に 師 事 し 、 そ の 実 力 派 で 内 省 的 な
音 楽 表 現 に 深 く 影 響 を 受 け ま し た 。 フ ラ ン ス
滞 在 中 に は 、 パ リ ・ エ コ ー ル ノ ル マ ル 音 楽 院 オ
ー ケ ス ト ラ の 首 席 を 務 め る と と も に 、 1 0 0 年 以
上 の 歴 史 を 持 つ パ リ 市 コ ン サ ー ト ・ ラ ム ル 交 響
楽 団 の 正 式 メ ン バ ー と し て 選 ば れ ま し た 。 帰
国 後 、 国 内 の 各 大 オ ー ケ ス ト ラ と 共 演 す る か
た わ ら 、 ニ ュ ー ヨ ー ク ・ フ ィ ル ハ ー モ ニ ッ ク 室 内
楽 団 、 ロ シ ア 国 立 交 響 楽 団 、 イ ギ リ ス 室 内 楽
団 と い っ た 団 体 と 協 演 し 、 協 奏 曲 を 演 奏 し ま
し た 。

1 9 9 5 年 に 中 華 民 国 （ 台 湾 ） 十 大 傑 出 青 年
に 選 ば れ 、 1 9 9 9 年 に は 「 台 湾 情 ・ 泰 然 心 ─
蕭 泰 然 小 提 琴 作 品 」 ア ル バ ム で 、 2 0 0 1 年 に
は 「 古 典 台 湾 風 情 ─ 黄 偉 小 提 琴 小 品 精 選 」
C D で 、 そ れ ぞ れ 「 最 優 秀 ク ラ シ ッ ク レ コ ー ド 」
お よ び 「 最 優 秀 演 奏 者 」 の 金 曲 奨 （ 台 湾 グ ラ
ミ ー 賞 ） を 受 賞 。 2 0 1 6 年 に は 「 吳 三 連 賞 ア
ー ト 賞 」 を 受 賞 し 、 「 最 初 の 受 賞 演 奏 家 」 と な
り ま し た 。 2 0 0 0 年 と 2 0 1 6 年 に は 大 統 領 お よ
び 副 大 統 領 の 就 任 式 お よ び 国 宴 で 演 奏 す る た

め に 招 か れ 、 ま た 5 回 に わ た り 総 統 府 で 演 奏
し て い ま す 。

1996年には奇美「名琴・名曲の饗宴四」、1 9 9 7
年 に は 「 蘇 顯 達 と 葉 登 民 ─ 小 提 琴 と ギ タ ー の
黄 金 二 重 奏 」 、 2 0 1 6 年 に は 「 蘇 顯 達 の 魔 法
の ヴ ァ イ オ リ 縁 ─ 真 情 台 湾 」 、 2 0 1 8 年 に は 「
花 の 夢 」 、 そ し て 2 0 2 2 年 に は 「 拾 光 。 映 画 の
物 語 」 な ど の ア ル バ ム C D が 、 す べ て 金 曲 奨 （
台 湾 グ ラ ミ ー 賞 ） 最 優 秀 演 奏 者 賞 に ノ ミ ネ ー
ト さ れ ま し た 。

フ ラ ン ス か ら 帰 国 し て 3 0 年 以 上 、 5 年 ご と に
全 台 巡 回 独 奏 会 を 開 催 し 、 大 き な 反 響 を 呼
ん で い ま す 。 最 後 の も の は 2 0 2 1 年 の 「 蘇 顯 達
自 法 返 國 3 5 年 」 巡 回 独 奏 会 で す 。 音 楽 教 育
に も 熱 心 に 取 り 組 ん で お り 、 2 0 1 7 年 か ら
2 0 2 3 年 ま で 国 立 台 北 芸 術 大 学 音 楽 学 院 の
学 院 長 を 務 め 、 優 れ た 教 師 と し て 「 教 学 優 良
教 師 」 お よ び 「 終 身 特 聘 教 授 」 の 肩 書 き を 得 て
い ま す 。 現 在 は 音 楽 学 科 の ヴ ァ イ オ リ 専 任 教
授 、 台 北 愛 樂 管 弦 楽 団 の 首 席 お よ び 芸 術 総
監 （ ア ー ト デ ィ レ ク タ ー ） 、 愛 樂 ラ ジ オ の 「 魅
力 的 な ヴ ァ イ オ リ の 世 界 」 の 番 組 司 会 を 務 め て
い ま す 。 蘇 顯 達 氏 は 毎 年 4 0 回 以 上 の 演 奏 の
招 待 を 受 け 、 彼 の 演 奏 技 術 は 多 く の 聴 衆 に
愛 さ れ て い ま す 。
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創 立 於 1 9 8 5 年 ， 原 名 台 北 愛 樂 室 內 樂 團 ，
由 創 辦 人 賴 文 福 與 俞 冰 清 ， 以 及 一 群 愛 樂 社
會 菁 英 共 同 創 立 。 多 年 來 樂 團 仰 賴 樂 友 們 的
支 持 、 企 業 贊 助 以 及 政 府 補 助 ， 從 最 初 2
、 3 0 人 的 小 型 室 內 樂 團 ， 1 9 9 1 年 擴 編 更 名
為 台 北 愛 樂 室 內 及 管 弦 樂 團 ， 至 今 更 擴 展 為
「 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 」 。 台 北 愛 樂 的 演 出 成
就 主 要 奠 基 於 已 故 的 首 任 音 樂 總 監 亨 利 ． 梅
哲 的 音 樂 素 養 。 他 以 嚴 格 的 訓 練 方 式 ， 淬 鍊
團 員 們 細 膩 完 美 的 音 樂 性 ， 1 9 9 0 年 樂 團 首
次 前 往 美 加 巡 演 ， 贏 得 當 地 媒 體 「 島 嶼 的 鑽
石 」 的 稱 譽 。 1 9 9 3 年 6 月 1 3 日 樂 團 遠 赴 奧 地
利 於 維 也 納 愛 樂 金 色 大 廳 演 出 ， 創 下 華 人 樂
團 首 次 登 上 這 世 界 音 樂 最 高 殿 堂 的 紀
錄 。 2 0 0 2 年 8 月 梅 哲 先 生 以 8 5 歲 高 齡 辭
世 ， 樂 團 由 入 室 弟 子 林 天 吉 接 下 客 席 指 揮 的
擔 子 ， 持 續 在 樂 壇 發 光 發 熱 。 2 0 0 3 俄 羅 斯
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音 樂 家 亞 歷 山 大 ． 魯 丁 （ A l e x a n d e r 
R u d i n ） 接 下 音 樂 總 監 的 棒 子 ， 一 方 面 延
續 梅 哲 之 音 ， 一 方 面 帶 領 樂 團 邁 向 國 際 與 多
元 發 展 。 2 0 0 6 年 起 ， 由 林 天 吉 擔 任 台 北 愛
樂 管 弦 樂 團 駐 團 指 揮 。 2 0 0 7 年 5 月 6 日 成 立
台 北 愛 樂 室 內 樂 坊 ， 將 樂 團 演 出 的 觸 角 向 下
延 伸 至 室 內 樂 的 領 域 。 為 了 記 錄 多 年 來 所 努
力 的 成 績 ， 也 為 了 紀 念 繞 樑 不 絕 的 「 梅 哲 之
音 」 ， 台 北 愛 樂 成 立 「 台 北 愛 樂 暨 梅 哲 音 樂
文 化 館 」 （TPO & Henry Mazer Musical 
Centre）， 於 2 0 0 7 年 5 月 7 日 開 幕 ， 在 原 本
的 排 練 及 辦 公 室 內 ， 設 置 包 含 指 揮 棒 、 樂
譜 、 樂 評 、 照 片 等 梅 哲 相 關 文 物 的 展 示 空
間 ， 同 時 保 留 排 演 廳 ， 並 辦 理 室 內 樂 集 ， 藉
以 推 動 「 社 區 音 樂 」 教 育 與 交 流 。 台 北 愛 樂
除 了 在 大 都 市 的 舞 臺 演 出 外 ， 其 音 樂 觸 角 遍
及 全 國 各 鄉 、 鎮 、 社 區 、 校 園 。 除 了 定 期 音

樂 會 演 出 以 亦 參 與 各 種 異 業 結 合 之 演 出 ， 如
電 影 《 臥 虎 藏 龍 》 、 《 鐵 達 尼 號 》 現 場 之 配 樂
演 出 ， 或 是 英 國 廣 播 公 司 《 B r i t i s h 
B r o a d c a s t i n g  C o r p o r a t i o n ,  B B C 》 地
球 脈 動 節 目 之 管 弦 樂 配 樂 現 場 演 出 。 為 了 成
為 東 亞 各 城 市 管 弦 樂 團 的 交 流 平 台 ， 台 北 愛
樂 管 弦 樂 團 於 2 0 2 1 年 1 0 月 8 日 於 台 北 舉 辦 「 東
亞 樂 派 論 壇 籌 備 會 」 ， 並 於 2 0 2 2 年 舉 行 「 第 一
屆 東 亞 樂 派 論 壇 」 ， 聯 合 臺 、 港 、 日 、 韓 的
作 曲 家 以 及 音 樂 協 會 、 樂 團 之 決 策 者 ， 發 表
研 究 論 文 及 心 得 ， 為 創 造 東 亞 管 弦 樂 團 新 的
方 向 與 契 機 作 進 一 步 的 合 作 。 2 0 2 1 年 1 1 月
《 台 北 愛 樂 雙 季 刊 》 於 台 北 出 版 ， 半 年 一 期
的 期 刊 ， 創 民 間 樂 團 定 期 出 版 期 刊 雜 誌 之 先
河 ， 2 0 2 2 年 5 月 1 日 團 長 賴 文 福 專 任 樂 團 代
表 人 並 正 式 將 團 長 交 棒 ， 由 前 國 科 會 主 委 、
中 研 院 李 羅 權 院 士 繼 任 團 長 ， 熱 愛 音 樂 的 李

院 士 在 科 學 領 域 之 研 究 受 到 國 際 推 崇 ， 講 科
學 的 精 神 帶 領 樂 團 大 步 向 前 。 台 北 愛 樂 多 年
來 數 次 遠 征 歐 、 美 各 大 重 要 音 樂 廳 ， 包 括 波
士 頓 交 響 音 樂 廳 、 甘 迺 迪 中 心 、 魯 道 夫 音 樂
廳 、 史 麥 塔 納 廳 、 李 斯 特 音 樂 廳 、 聖 彼 得 堡
愛 樂 廳 、 莫 斯 科 國 際 音 樂 廳 、 華 沙 愛 樂 廳 、
克 拉 科 夫 愛 樂 音 樂 廳 、 斯 德 哥 爾 摩 音 樂 廳 、
赫 爾 辛 基 岩 石 教 堂 、 芬 蘭 廳 、 維 也 納 愛 樂 廳
等 。 曾 經 參 加 華 沙 之 秋 音 樂 節 、 布 拉 格 之 春
藝 術 節 、 布 拉 格 靈 樂 節 、 瓦 洛 克 勞 國 際 音 樂
節 、 拜 葛 席 茲 音 樂 節 、 克 拉 科 夫 音 樂 節 、 布
達 佩 斯 音 樂 週 、 比 利 時 安 特 衛 普 音 樂 節 等 ，
是 國 家 文 化 藝 術 基 金 會 連 續 年 度 「 T A I WA N 
T O P 演 藝 團 隊 」 獲 獎 團 隊 。

（ 余 濟 倫 撰 、 台 北 愛 樂 管 弦 樂 團 編 修 ）
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1 9 8 5 年 に 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 と し
て 設 立 さ れ 、 創 設 者 で あ る 頼 文 福 と 俞 冰 清 が
音 楽 愛 好 家 た ち と と も に 設 立 し た オ ー ケ ス ト ラ
で す 。
 
長 年 に わ た り 、 オ ー ケ ス ト ラ は ミ ュ ー ジ シ ャ ン 、
企 業 ス ポ ン サ ー 、 お よ び 政 府 の 補 助 金 の 支 援
で 活 動 し て き ま し た 。 2 名 か ら 3 0 名 の 小 さ な
室 内 オ ー ケ ス ト ラ か ら 、 1 9 9 1 年 に 台 北 フ ィ ル
ハ ー モ ニ ー 室 内 管 弦 楽 団 、 そ し て 現 在 は 台 北
フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 へ と 、 音 楽 家 、 企
業 ス ポ ン サ ー 、 政 府 補 助 金 な ど の 支 援 に よ
り 、 長 年 に わ た り 成 長 を 続 け て い ま す 。
 
台 北 市 交 響 楽 団 の 演 奏 実 績 は 、 主 に 故 ・ 初
代 音 楽 監 督 、 ヘ ン リ ー ・ メ イ ザ ー さ ん の 音 楽 の
素 養 か ら 成 り 立 っ て い ま す 。 彼 の 厳 し い 訓 練
に よ り 、 メ ン バ ー の 音 楽 性 は 完 璧 な ま で に 磨
か れ 、 1 9 9 0 年 に は 初 め て ア メ リ カ ・ カ ナ ダ ツ ア
ー を 行 い 、 地 元 メ デ ィ ア か ら 「 島 の ダ イ ヤ モ ン
ド 」 と 賞 賛 さ れ ま し た 。 1 9 9 3 年 6 月 1 3 日 、 オ
ー ス ト リ ア に 渡 り 、 ウ ィ ー ン ・ フ ィ ル ハ ー モ ニ ー
管 弦 楽 団 の 黄 金 の ホ ー ル で 演 奏 し た 。 華 人
の オ ー ケ ス ト ラ が 世 界 の 音 楽 の 最 高 峰 の ホ ー
ル で 演 奏 し た の は 初 め て の こ と で し た 。 2 0 0 2
年 8 月 、 メ イ ザ ー 氏 が 8 5 歳 で 他 界 す る と 、 弟
子 の 林 天 吉 が 客 演 指 揮 者 を 引 き 継 ぎ 、 音 楽
シ ー ン で 輝 き を 放 ち 続 け て い ま す 。
 

2 0 0 3 年 、 ロ シ ア の 音 楽 家 ア レ ク サ ン ダ ー ・ ル
ー ディ ン （ ン A l e x a n d e r  R u d i n ） が 音 楽
監 督 の バ ト ン を 受 け 継 ぎ 、 メ イ ザ ー の 音 楽 を
継 承 し つ つ 、 オ ー ケ ス ト ラ を 国 際 的 で 多 様 な
旅 へ と 導 き ま し た 。 2 0 0 6 年 か ら は 、 台 北 フ ィ
ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 の 専 属 指 揮 者 を 務 め て
い る 。 2 0 0 7 年 5 月 6 日 、 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ
ー 室 内 管 弦 楽 団 が 設 立 さ れ 、 室 内 楽 の 領 域
に も 進 出 し ま し た 。
 
台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 は 、 長 年 の 功
績 を 記 録 し 、 「 メ イ ザ ー ・ サ ウ ン ド 」 を 記 念 す る
た め に 、 T P O  &  H e n r y  M a z e r  M u s i c a l 
C e n t r e を 設 立 し ま し た 。 2 0 0 7 年 5 月 7 日 に
オ ー プ ン し た こ の 展 示 場 で は 、 オ リ ジ ナ ル の リ
ハ ー サ ル や オ フ ィ ス ス ペ ー ス に 、 指 揮 者 棒 、
楽 譜 、 音 楽 評 論 、 写 真 な ど 、 ヘ ン リ ー ・ メ イ
ザ ー 関 連 の 遺 品 が 展 示 さ れ て い ま す 。 ま た 、
リ ハ ー サ ル ホ ー ル の 整 備 や 室 内 楽 曲 集 の 運 営
な ど 、 「 地 域 音 楽 」 の 教 育 や 交 流 を 推 進 し て
い ま す 。 大 都 市 の ス テ ー ジ で 演 奏 す る だ け で
な く 、 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団 の 音 楽
は 全 国 の 村 、 町 、 コ ミ ュ ニ ティ 、 学 校 ま で に も
広 り 音 楽 を の 素 晴 ら し さ を 伝 え て い ま す 。  定
期 的 な コ ン サ ー ト 公 演 に 加 え 、 映 画 『 ク ラ ウ チ
ン グ ・ タ イ ガ ー 、 ヒ ド ゥ ン ・ ド ラ ゴ ン 』 や 『 タ イ タ ニ
ッ ク 』 の ラ イ ブ ・ サ ウ ン ド ト ラ ッ ク 、 B B C の 番 組 『
ア ー ス パ ル ス 』 の オ ー ケ ス ト ラ ・ ラ イ ブ ・ サ ウ ン ド

作 ： 余 濟 倫
編 集 ： 台 北 フィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団

ト ラ ッ ク な ど 、 業 界 を 超 え た さ ま ざ ま な 制 作 に
携 わ っ て い ま す 。 台 北 フィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽
団 は 、 東 ア ジ ア の オ ー ケ ス ト ラ 間 の 交 流 の プ ラ
ッ ト フ ォ ー ム と し て 、 2 0 2 1 年 1 0 月 8 日 に 台 北
で 「 東 ア ジ ア 音 楽 フ ォ ー ラ ム 」 、 2 0 2 2 年 に 「 第
1 回 東 ア ジ ア 音 楽 フ ォ ー ラ ム 」 を 開 催 し 、 台
湾 、 香 港 、 日 本 、 韓 国 の 作 曲 家 、 音 楽 協 会
や オ ー ケ ス ト ラ の 意 思 決 定 者 が 集 ま り 、 研 究
論 文 や 東 ア ジ ア オ ー ケ ス ト ラ の 新 し い 方 向 性 と
機 会 の 創 出 に 向 け た さ ら な る 協 力 の ア イ デ ア
を 発 表 し ま し た 。  2 0 2 1 年 1 1 月 、 台 北 で 市
民 オ ー ケ ス ト ラ が １ 年 に ２ 回 定 期 的 に 出 版 す
る 週 刊 誌 「 台 北 フ ィ ル ハ ー モ ニ ー ・ ク ォ ー タ リ
ー 」 が 出 版 さ れ ま し た 。  2 0 2 2 年 5 月 1 日 、 ラ
イ ・ ウ ェ ン フ ー 監 督 が オ ー ケ ス ト ラ の 代 表 に 就
任 し 、 後 任 の 元 国 家 科 学 委 員 会 委 員 で 中 央
研 究 院 会 員 の 李 羅 權 学 者 に 正 式 に バ ト ン を
渡 し ま し た 。 音 楽 を 愛 す る こ の 学 者 は 、 科 学
分 野 の 研 究 で 国 際 的 に 尊 敬 を 集 め て お り 、 そ
の 科 学 的 精 神 は オ ー ケ ス ト ラ を 前 進 さ せ ま し
た 。
 
過 去 、 台 北 フィ ル は ボ ス ト ン 交 響 ホ ー ル 、 ケ ネ
デ ィ セ ン タ ー 、 ル ド ル フ ィ ヌ ム 、 ス メ タ ナ ホ ー
ル 、 リ ス ト ホ ー ル 、 サ ン ク ト ペ テ ル ブ ル グ フ ィ ル
ハ ー モ ニ ー ホ ー ル 、 モ ス ク ワ 国 際 コ ン サ ー ト ホ
ー ル 、 ワ ル シ ャ ワ フ ィ ル ハ ー モ ニ ー ホ ー ル 、 ク
ラ コ フ フ ィ ル ハ ー モ ニ ー ホ ー ル 、 ス ト ッ ク ホ ル ム

コ ン サ ー ト ホ ー ル 、 フ ィ ン ラ ン ド ホ ー ル 、 ウ ィ ー
ン フ ィ ル ハ ー モ ニ ー ホ ー ル な ど 欧 米 の 主 要 コ ン
サ ー ト ホ ー ル へ の 遠 征 を 何 度 も 経 験 し て い ま
す 。  ワ ル シ ャ ワ 秋 音 楽 祭 、 プ ラ ハ 春 音 楽 祭 、
プ ラ ハ 音 楽 祭 、 ヴ ァ ロ ク ロ ー 国 際 音 楽 祭 、 バ
イ ガ シ ュ 音 楽 祭 、 ク ラ ク フ 音 楽 祭 、 ブ ダ ペ ス ト
音 楽 週 間 、 ベ ル ギ ー の ア ン ト ワ ー プ 音 楽 祭 に
参 加 し 、 国 立 文 化 芸 術 基 金 の 「 T A I W A N 
T O P 舞 台 芸 術 団 体 賞 」 を 連 続 受 賞 し ま し た 。

台 北 フィ ル ハ ー モ ニ ー 管 弦 楽 団
(Taipei Philharmonic Orchestra, TPO)
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團 員 名 錄

指 揮 　 指 揮 者

林 天 吉

蘇 顯 達
樂 團 首 席   コ ン サ ー ト マ ス タ ー

蘇 顯 達   詹 青 青   余 道 明   陳 怡 安   陳 玉 芳  
陳 恩 加   周 海 鳴   陳 玉 芬   陳 仕 杰   曾 凌 宇

第 一 小 提 琴     第 一 ヴ ァ イ オ リ ン

朱 育 佑   柯 淑 馨   許 家 誠   吳 比 恩  
林 思 諭   林 姮 妤   林 宏 洋   黃 瀞 葶

第 二 小 提 琴     第 二 ヴ ァ イ オ リ ン

王 　 瑞   施 弘 仁   陳 梅 君   黃 楷 庭
何 佳 珍   歐 聰 陽   陳 怡 蓁   楊 愷 威

中 提 琴     ヴ ィ オ ラ

歐 陽 慧 儒 　 馬 靜 儀 　 曾 鈺 婷
魏 佳 玲 　 　 陳 佳 芬 　 吳 欣 樺

大 提 琴    チ ェ ロ 

陳 怡 伶   朱 芝 屏   王 暘 琳   楊 玉 琳   蔡 心 瑜
低 音 提 琴     コ ン ト ラ バ ス

洪 千 智   張 端 庭
雙 簧 管     オ ー ボ エ

陳 威 稜   林 佩 筠
單 簧 管     ク ラ リ ネ ッ ト

蘇 毓 婷   林 芳 瑜   國 田 朋 宏   上 野 良 太
法 國 號     ホ ル ン

陳 柏 翰   何 敏 慈   砂 川 隆 丈
小 號    ト ラ ン ペ ッ ト

楊 錦 龍   劉 亦 倫   蔡 佳 融
長 號    ト ロ ン ボ ー ン

陳 思 廷
定 音 鼓    ティ ン パ ニ

陳 玉 潔   黃 莉 雅   村 上 海 人
打 擊     打 楽 器

陳 倩 芬   邱 業 基
行 政      舞 台 ス タ ッ フ

林 振 森  老 團 長  リ ー ダ ー
吳 彩 雲  林 建 儒  林 佳 惠  林 建 旭  郭  炘

華 洲 園 布 袋 戲 團   華 州 園 人 形 劇 団

吳 曉 貞   陳 奐 希
長 笛    フ ル ー ト

坂 橋 矢 波
短 笛    ピ ッ コ ロ

簡 瑜 萱   蔡 孟 慈
低 音 管     フ ァ ゴ ッ ト

森 純 一
倍 低 音 管     コ ン ト ラ フ ァ ゴ ッ ト

信 田 苑 香
豎 琴     ハ ー プ



台北愛樂管弦樂團組織及團隊

團　　長

行政總監

東亞樂派委員會

營運委員會

　製作統籌演出協理  

　行銷副理  

　助理研究員兼網路編輯組組長 

　樂團行政

　台北愛樂室內樂坊藝術總監                         

　屏東事務部主任委員             

　梅哲愛樂靑少年管弦樂團指揮  

　梅哲愛樂靑少年管弦樂團行政主任                 

責任編輯

財　　務

申學庸 黃志全 潘皇龍 鮑元愷

林明華 陳德義 王依齡 范世琦

賴文福

李羅權

俞冰淸 

張武修 顏國瑞

朱育佑

陳倩芬  

楊雅婷  

陳怡霖  

邱業基

呂超倫                          

沈淑婉             

王景賢  

陳韻芳                 

余濟倫

楊素眞 沈嫦娥

大華聯合會計師事務所

樂團顧問

法律顧問

樂團代表人 

（北市演藝團體第○○四二字號）

董事長

董　事

陳威中

王拔群   江正治   吳志雄   吳東亮   余松培   邱弘茂   林光信     

林高順   洪至正   洪奇昌   張俊明   郭榮壽   黃淸章   曾照嵩

楊佳璋   蔡煌瑯   蔡瑞玲   鄭萬來   賴文福   蕭昌貴

財團法人台北市愛樂管弦樂團文化基金會

＊名字按姓氏筆劃順序排列

主 辦

財團法人國家文化藝術基金會
指 導

公益財団法人日本台湾交流協会、福島県、台北駐日経済文化代表処、台湾日本関係協会、台
新國際商業銀行、全日本台湾連合会、日本中華連合総会

後 援

台北愛樂
管弦樂團
官　　網

台北愛樂
管弦樂團
粉絲專頁

台北愛樂
管弦樂團
Instagram

愛樂之友
臉書社團



「真剣」の精神を持ち続け、「サステナビリティ」の価値観を実践し、
                世界の美しさを起こり続けさせます。

   住所：東京都千代田区丸の内2-1-1明治安田生命ビル8階
   電話番号：+81-3-3212-6668 (代表號)

              住所：福岡市中央区天神一丁目10-20 14F, A單位
台新国際商業銀行日本東京支店 台新国際商業銀行日本東京支店福岡出張所




